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	応用
	抗原情報
	背景
	MARCH5はミトコンドリア外膜のユビキチンリガーゼであり、ミトフシン2（MFN2; MIM 608507）およびDRP1（DNM1L; MIM 603850）を制御することでミトコンドリアの形態制御に役割を果たしています（Nakamura et al., 2006 [PubMed 16936636]）。[OMIM提供、2008年3月],ドメイン：RING-CH型ジンクフィンガードメインは、E3リガーゼ活性に必要です。,機能：ミトコンドリアの形態制御に重要な役割を果たすミトコンドリアE3ユビキチンタンパク質リガーゼ。DRP1のユビキチン化を促進します。 E3ユビキチンリガーゼは、E2ユビキチン結合酵素からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、その後、標的基質に直接ユビキチンを転移します。,経路：タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのRING-CH型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット：MTFN2およびユビキチン化されたDRP1と相互作用します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MARCH5抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

